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90.電話線埋設に伴う

高月町井口逃跡調査概要

1.鯛査に至る経締

ii& fl ~，~ ()明lniJJJinn}lLU・所イ1:の:11'1-1 j立湖、li、j丘if-の

1J_.t.効税制ii・1'.;(1および1lil ìl!3飾 り-似バイパス工、I~に 伴 う発

ikll品:.J1'f.(1Jによ って、.'山山hVけi寸川t
ξ を l中iレj心とする 1刈"口勾':可:jll時1ゆ与川 i刈'1ψ|ド，~.紅aυJ息上の j大〈l集長子孫高肪跡、て" ，1為うることカが

l明"らカか‘iにニな lリ}つつJゐ》る。

1981年 6JJ 26 U 、 (Ii l ill:縦 ~J-総バイパス工 ・J';に伴う発

似品:'Jtf.成功 'I~務I iJi' liíjの岐点の)i，l j白筋号線において1lt機

による~，tl ，li総州政工'('~7')c!ltì まゥた. 近年の調子正から、

従米JI:LI j五湖、と巧・えてさた地肢の中でむあり、!JfI日事

業主体ずiの日本1正{.}'I[it1li公社mrl徒会(j面白部とi立跡保

存のための協泌に人勺t.:..~i・仰jによると現llil道と国道

バイパスのr:りのJl!1時に，じるJ:'.U{iを延長130m.編O.7m

， i采さ1.3m のmt廷で.lblrilJ し、 m;活線ヶ~ブルを既設

するとのことであ ゥた.

，1(・州路線のうち'lla貨の現l司j{i付近11、1976年度のほ

均銀側・J~~・にf'f!う，刻告の所礼によると 111i可illの部分に

あたり、斗~ 'J~による杉村 lよ UJIlIfIないと 'IJ]I智i された。し

かし現化の42iaのすぐ」ヒの水係部分では、先の調1iに

よリ llll な~till物納:やヒット m~ 7')<険:11 された ζ とから 、 第 l図位置図 1 : 25，000 

予定路線の点端を|徐〈部分{よ'['J';によるjlI十時への支障 j収さ40-60cmでの')、ll!1':その 卜.にP;:さ20-40cmの肢

が懸念された。ここではj立制irliの I~Iこ 11 1 水mの耕土が i立の造成ごiニ(lll-I:)がのるというのかJ五本的なl荷停で

遺跡 全 策

-1-

ーある。 I;Eって派さが:)70CII1までのiWjlJはj立総へ

の .:;(~怖がないとの ~.!)也から 、 その深さまでの

持lif'jlJで1:'Jiを行うよう指i与し、 Jli1hjはそのよ

うに変必された。 しかしながら予定路線問端

の11;1溢バイパス地ド路線との彼鋭部は、延長

た ゥ ては 111' 1 '11事弘氏の i卸教ぷを 1~} た . l采説。
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第 2図 調査区付近図

2. lJIj査の概要

調f・tl1厚さ約15-2Ocmの政道造成Jニ(第 i層)と l口

緋土 (W21!"l)を:;ri機によ って除ょ した長さ jOm、ITM

O.8mの筏阿について行うた。<t.i131xl) 

lがさ 50-60r01のIllrf)lニl二でhあるl硲灰色村iニ1ニめ |ごいはが

き約5-l()crnの黄色ブロックを含む茶尚色もJ，'t'i土{第

31日)ならびに赤茶色ブロ ッ7を-;'.'u'茶尚色ニ|二 (羽114

緩}が約30仰の厚さで持主総していた.これは11:口ill跡
の{也の地区の II I ~J~:L:寸Jにおいて;~mが形成されている

貨泌色えとは託子土伐 ・七色が異な ゥて 必り、ニニで

11泣t.'1l1i検出きれなかった.ょの汚れた茶協色土{立東

半音iI¥において一部砂伐のとニろもある.ょの胞の下刊誌

に I.t.'j'j灰色粘土(~5層}があリ、総分的に隆起して

いた.

造物は全て第 4府中のー1:古都から出土し、 111-上地点I.t.

~ê揃1広東半 ifflに限られたが、集中し て a~ 土するという

状iltではなか勺た.

ìM~J数は ~"l}!~.!~出' 14 ・ 上MI?~片 5 ・平lCl'，' 1である。

(品il4悶 ・Ul5悶)

H'H!!.1援の内，沢{主、杯身片 4( 3 例f本ト杯.r.d~' 2 (1 

f闘W) ・賂"， 1. ~UII・ 1 ・ Àll~J十 2 (1例H，) ・総Hi

不明日 4である。

1 I;): .f{;で全休の約%が互JHI: している。内外 J~積ナデ、

"1S1 

114 ~‘ ーーー

1IォilIilt{i!11には{I:1二Itナデが見，:，i L .る。 lit;が少しi目気味

のH1U~fì よリ少し上;l~の体首r. Iニ 1 条の i長い北線がめ

ぐる.岐部に{より~:HlI:")巻き 1...げ伎がわずかにはられ、

焼成良好 ・堅総て内外Ihij毛Ti灰色を去する。 8foJ'.11 1 

- 2 mm大のH:1Iを少し含む比較的中市選されたiーを用い

ている.

2 は N け高内部の~I片でわずかに径が推定できるだ

けの残干1である.内外共俄ナデで 1mm大以下のliyをわ

ずh・に ft んでいる。 ~f，焼けて'外j(ij乳白色を!î!.し、内 lìll

が外mi よ り わずかにl~ <焼けている。他にl，iJ-flbl休の

破片カ， 1片出土している。

3も{すけ荷台fff>J，伝がわずかにく Ifんだ破片で径は不

明.細砂をかなリ合み、 4~JiÏ.は lH子 . ~;<i設で内外部共

灰色を込する。

4 ・ 5 は l司一例体と思われるみgーで径は不 I~Iである .

2剛以下の綿砂をかなり含み、焼成良好て'内外ffii共j災

灰色。

6 Ij liS~本書官か約%伐る破片である.平成で内外術共

峨ナデ刈鳴がblii さ tL 、 I)~ ~伺底部 1;): ヘラ I'jリ リのまま泌さ

れている.胴部に施された 2条の1t線の聞に筒状工れ

による出'1.め方ri'jの4司祭えが見 られる。 j主口古111:l外から

内へ円形穿孔さIl、その外編は粘土をつき・足し、ふく

れ気味にl成形されている。間色LT11;セ.l!1:併では MT2lJUI 

uu 
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第 3図 調査区北断面図
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第 4図 出土土器片

ごろに小川磁のj立:口泌がふくれる傾向を示すという。(2) を52.ずる。

胸部卜'.4主には緑色自然午111が少しかかり、またゴマハゲ 他に図示し符ないもので昔話檎不明ながら、普号館lcm高ij

が部分的に見られる。 2mln以下のi毛布とお11砂をかなり 後の破片 l 、総厚 7 酬の似)~' 1、そして務!事 5- 6 mm 

含むl胎ニlニで、焼成良好 ・内外fffi:Jl<i災灰色を呈する。 のr~ll\" 2 点が出土し、 ~~H，~(正内外共ナデが中心である。

7 I主主官の~首都と忠、われるが径は不明。内外 (tñ~財政十 士郎総の 5 片は全て k~Hrí で、例口縁部t\" 1削除いて

デが施されるが、外l簡には更に少し，f;Lナデが見られ、 官品約不明であるが、船ニヒによって 4jfl，Hい二分けられる。

一昔1;縦方向の彼換が成部若干リに残る。ロクロ打えからの 101主総口縁部片で謝1111ゆを含む比較的紛逃されたJJfij二

分織作業に伴うものと考えられる。また底部内前にも で良〈焼けている n 内外共11古r.g，色を呈する。

仕上げナデの燦痕が銭ゐ。 JJ合ゴ:は 5-6，nm火のi毛布を

含み、内外Hiiに石ハセ'が見られ、砂むかなり含まれて

いる。焼成良好でド内外間共灰色をしている。

8・9はミ)(!JJJ~I許11)十で

府]ー似体て';1うる。外百'ii

l主主r:行タタキが余l絡子

:1犬l二古mされ、内ITII(二 fj:

一 三件後 4CIR時lj{去の同心円

文が見られる。l約土li

2 - 5cm大のくさり燃

とイゆを少 し合。み、 f.fi;J求

良好 ・1黙鍛で内而i!.t灰

笥色、外揃l.tu百灰，'i'色
と二三〉

遺物出土状態



他に l 片山士した‘ド1{'(~i5 悶 ) 11外茨摘はかなり

1~.It して 1> リ、かなリ‘ド滑な耐をなしている o 2 -3 

m 大の燃をはじめ砂をかなり含んでおけ、焼成11良好、

内外而~I<?炎灰約色をしている.

3.調査の小結

鈴道i主成以前に布いては、この発綴区I;t水聞であっ

たことが明らかであるが、かつて税不正の銭道の中ほど

に東西に;~る IbaJ:があり、その l翁の水悶而は4じの水岡

市より数10cml[~かったという.現 (Eの政道のすぐ ~tに

あたる水路部分 (E水路)において、先の 11場室長備に

先立つ制伐によ って検:11された樹立住建物およびピッ

ト府~11、その略目下よリ .1じの水Wlui下であった。従って

l円水凹の南北のl交訟はl!:mlののる微向地を如実に反映

したものであったと古える。

将来この淡泊をm切 って 件j~ヒ lj(í'J に制査する機会が

あれば、 iiI跡 ・ i立械のめる i~~ ，~'.'jj也の手法J11 の ~}d兄という

ものがflJJらかになるだろう。

4.おわりに

今日、日|吟川から分泌し、{以延;Jj"":と持守の1111を抜け

たところで 2みになり、 1冷:11).1:口の*から偏西へ行

〈水路 ({u，JtJ;:illi水路)及び雨伐と1f口の問を行〈水

路({反物;東水路)がある.

1 98Iipにこの付近でU:1:水道工、J~が行われ、この井

口 j立S専のf也、可~，'j:i立跡、そして一部大海道遺跡 ・柏原

j古跡が工 'J~予定地にかかるため、約半年をかけて総延

長10kmにわたリ井n・4年中 ・{来延二予 ・雨fi1三よぴ粍I1京

地区の立会i狗伐を災地し 1.;0 

その匁IR.によるとこの水路11、かつての流路の名残

リをとどめるむのであり、 JJl.不正よりかなリ広い規棋を

もっ向l時川の文流といった Lめが忽13主された.

調布に去るねiJ'，~の中で b述べたように、今回屯務総

t'l\ ðJt工 'J~が行なわれた予定日前線の).lü_ilま |日河辺の一昔I1

にあたる釈であるが、ニhはその{立泣から1切らかに来

水路のかつての流協の一冊目にゐたる。また凶水路のす

ぐ凶 fl!lJ および悶水路がlI:u の fH~~i をm切る地械は 、 i立

総の干i=1'i:が純泌されず{ゆ礁ゴ:のみであった。

従って従米~I: 口 j立制:と巧・えてきた純開は!日河逃によ

って大きく )1:11北;11跡と)1:LJ 南i遺跡とでい1千ぶべき地

区に分けられる。そして今~ll総作したところは 、 この

井口市in跡の市消にあたるo iJiに}むの~[水E告の耳!lP.g に

現イ正のrlH葉集部があるが、ニの中心部でむ古治時代後

JgJ-平安11年代にかけての泌物及び住版社などが検出さ

れているので、 2本のI[J河辺によって分けられた 3つ

の遺跡ーはぽ時代が屯なるのでJ島本的には 1つのi立跡

と巧-え、その小で3Jm区あると巧・えた }jがよいだろう

ーの存作が明らかにな ったo(第6図) 2本の旧河道の

すぐ上流布i;tには大i修道i立跡があり、それとi'f:i森遺跡

との聞にの良IIHにの稿、予があうたというように、この

第 6図 局辺遺跡分布図 1 : 25，000 

1 . r井口南」遺跡 2. r弁口北」遺跡

3.大海道遺跡 4 .雨森遺跡 5.綿原遺跡

6 . .fa原北遺跡 7 .柏原西遺跡 8.華寺遺跡

現了!:の41'口!l.!i済同辺fi.鰍めてj立跡の干争'，:!lsしたj臨械とな

っている.また#1原j也r><:にJハ・てむ (.，)十品に 111M jllのiILj

t~~の微正:jJ也Jて{ニ!l~泌か術に展開している。

特にJt-u!I~泌 l.i他の!IS併に比べ中世-j!i: i止にかけて

も大集泌が形成されていたようで、その1I.~J!1Jの陶総~*

・染付の他、大 I止のi品物が検/11されている.この こと

は.) 1:口がrl " III:以米、，'::j ll ，J 川の川水の~~:J'1I!にあたってき

たという三ITI 付文 ， I~ • j llJV作文官 I ~などの文献と，\':jllキ 111 が

己高山系かt'，向)1の>1"IDH111へiAULHIるところにあると

いう it!!1移などと介わせて、'1"111:以前からこのJ也l.i{)I'行

ltIl前1~11の終業等の ，N1 i，Ti!fl)J (i(i /~ ・ 川水とりを巧・えるよ

でも鈴iめて需要な地域であゥたことは忽!伐に倣くない。

従ゥて古Jftll年代後JOIから)1:11 i立跡を'1'心とする大集合5、

あるいは身HiWl，がJf%Y:.さ Hていたことは当然の対結な

のであるo (川llIi政11，'1) 

誌
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